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今年度要求のポイント

事 業 費

障害者施設製品安定需要創出事業（新しい公共）健康福祉局
事業期間

授産製品販売促進補助

（１） 対象施設に対し、経営指導員を毎月１回派遣し経営指導を実施
すると共に、作業科目に見合った技術指導員を毎月１回派遣し、授産
製品を製作するための技術を向上させる。
（２） 実施報告、事業進捗の管理及びその他の必要事項について協議
するため、定期的に市及び関係諸機関との連絡会議を開催する。
（３） 授産製品の販売を促進するため、販促グッズの作成指導や、バ
ザー会場などにおける現地指導を実施する。
（４） 製品のイメージに合わせたブランド化や、障害者アートを取り
入れたデザイン雑貨等の開発を促進するため、複数名から選択できる
登録デザイナーの確保や、デザイン相談及び勉強会等を開催する。
（５） 市内の障害者施設等に対して、品質管理や安全管理に関するセ
ミナーを開催し、製品の社会的信用を確保するで企業とのコラボレー
ションを実現する。
（６）意欲向上、開発促進及び授産事業の発展に寄与する目的で、市
内施設製品のコンクール及びフォーラムを開催する。

事 業 名 授産製品の開発支援

その他

合計

400

授産事業製品力強化業務

12,163 12,233

品質向上が実現したのち、企業ノベルティの
開発等も積極的に行い、顧客層を個人消費
からビジネス活用へと転換を図る。

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

１６年度　支援開始
すべての派遣施設において、障害者の月
額工賃が増加。

国のモデル事業に採択された「堺市障害
者施設製品安定需要創出事業」による地
域モデルの実現のため、製品力を高める

【経過（～23年度）】 【24年度】

24年度要求額

平成24年度要求額

961

12,23312,163

全体事業費

事業内容

障害者の自立と社会参加を促進する目的で授産活動の活性化を希望す
る障害者施設等に対して経営指導員及び技術指導員の派遣、コンクー
ル開催、品質管理セミナー等を行い、授産製品の品質を向上させる。

事業目的

健康福祉局

10,872

項目

施設の新製品を開発するためには、専門家の指導により工程を細分化するなどの工夫が必
要である。また、福祉施設は経営のノウハウがなく専門家の介入は不可欠である。この事
業では、定年退職した専門家が指導にあたっており、高齢者及び団塊の世代が持つ幅色い
専門知識を福祉施設が受け継いでいる。２４年度より、本市施設が相談できる登録デザイ
ナー制を整備し、障害者アート製品等の開発やブランド化に力を入れる。

23年度予算 内容・積算等

主な要求内容 （単位：千円）

- 089

　H16　～　現在　　

12,163

作業所製品コンクール実施業務

10,110

平成22年度決算額

授産製品開発支援業務

平成23年度予算額

謝礼・消耗品費・印刷製本費

1マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号

関連事業

区分
その他一般施策

－

整理番号 11

(単位　千円)

3 局・課名 健康福祉局・障害者支援課


